
　
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
時
期
、
自
宅
に

い
る
時
間
が
長
い
。
押
入
れ
か
ら
期

限
の
切
れ
た
パ
ス
ポ
ー
ト
が
出
て
き

た
。
全
部
で
５
冊
。
他
に
国
際
運
転

免
許
証
も
。
貼
ら
れ
て
い
る
顔
写
真

の
変
容
に
は
驚
く
。
が
、
ス
タ
ン
プ

か
ら
は
、行
き
先
々
の
記
憶
が
蘇
る
。

仕
事
で
の
会
議
や
視
察
、
あ
る
い
は

個
人
旅
行
の
折
に
、
博
物
館
や
美
術

館
を
よ
く
訪
問
し
た
。
海
外
で
も
地

方
に
は
小
さ
な
ロ
ー
カ
ル
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
あ
る
。フ
ォ
ー
ク
ラ
イ
フ・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
オ
ー
プ
ン
エ
ア
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
。

　
筆
者
は
、
粉
ひ
き
風
車
の
技
術
の

変
遷
（
技
術
史
）
を
研
究
テ
ー
マ
の

一
つ
に
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

90
カ
所
の
風
車
（
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
）

を
訪
ね
た
。
ロ
ン
ド
ン
市
内
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
調
査
は
、
次
第
に
地
方

都
市
に
拡
が
り
、
粉
ひ
き
風
車
１
台

１
台
が
対
象
と
な
っ
た
。
粉
ひ
き
風

い
て
、
風
車
を
受
け
と
め
る
「
社
会

受
容
性
」
を
広
め
る
役
割
も
あ
る
。

　
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
観
光
と

い
う
意
味
で
も
新
基
軸
と
な
る
。
地

域
住
民
が
、
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を

持
つ
切
っ
掛
け
と
な
り
、
人
に
見
せ

ら
れ
る
よ
う
に
地
域
を
整
備
す
る
こ

と
は
、〝
お
も
て
な
し
〟に
つ
な
が
る
。

最
近
、自
家
庭
園
を
開
放
す
る「
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」が
人
気
で
あ
る
が
、

エ
コ
の
「
我
が
家
」
版
と
い
え
る
。

　
エ
コ
を
広
げ
た
取
り
組
み
で
、
筆

が
語
源
で
あ
る
。
そ
れ
は
、生
圏（
生

活
圏
）
を
意
味
し
、
身
近
で
は
我
が

家
、
少
し
広
げ
る
と
故
郷
や
地
元
、

さ
ら
に
広
く
と
ら
え
れ
ば
地
球
が
対

象
と
な
る
。

　
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
は
、

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
と
し
て
の
博
物
館
の

建
物
は
な
い
。〝
ま
ち
が
ま
る
ご
と

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〟の
表
現
の
よ
う
に
、

地
域
に
あ
る
資
源
そ
の
も
の
を
、
わ

か
り
や
す
く
整
理
・
案
内
し
展
示
す

る
。
大
事
な
こ
と
は
、地
域
住
民
が
、

博
物
館
の
学
芸
員
の
よ
う
に
、
地
域

資
源
に
つ
い
て
理
解
す
る
、
来
訪
者

に
説
明・案
内
す
る
、
さ
ら
に
保
存・

整
備
に
努
め
る
と
い
う
、
気
概
を
持

つ
こ
と
で
あ
る
。

「
我
が
家
版
」

　
　
エ
コ
の
勧
め

　 

筆
者
の
体
験
し
た
イ
ギ
リ
ス
の

粉
ひ
き
風
車
の
保
存
・
展
示
で
は
、

伝
統
的
な
地
域
資
源
を
守
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
が
組
織
さ
れ
、
週
末
や
夏
休
み

ね
て
「
東
洋
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
と

称
し
た
が
、
こ
の
言
葉
の
意
味
を
、

地
元
が
理
解
す
る
活
動
と
し
て
「
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
」
が
実
施

さ
れ
た
。

　
地
元
の
歴
史
の
ほ
か
、
現
状
と
将

来
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
地
元
を
エ

コ
と
捉
え
る
こ
と
は
、
地
元
へ
の
誇

り
や
愛
着
を
生
み
、
地
元
力
発
見
に

つ
な
が
り
、
新
た
な
成
長
の
原
動
力

と
な
る
。
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

地
元
内
外
の
人
を
引
き
寄
せ
る
磁
場

と
な
る
だ
ろ
う
。

ジ
ー（ecology)

の
エ
コ
（eco-)

で
あ
り
、
オ
イ
コ

ス
（oikos)

と

い
う
ギ
リ
シ
ア
語

者
は
「
房
総
横
断
鉄
道
沿
線
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
環
境
整
備
」
と
い
う

国
土
交
通
省
の
補
助
事
業
（
２
０
０

８
＆
09
年
）を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
活
動
で
は
、
地
元
の
郷
土
博
物

館
の
学
芸
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
と
も
に
、

城
下
町（
大
多
喜
町
）や
沿
線
の
寺
社

の
ほ
か
、
自
然
景
観
や
ア
ク
セ
ス
環

境
の
調
査
を
行
い
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
を
実
施
し

た
。

　
次
も
地
域
を
対
象
と
し
た
エ
コ
の

例
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
に
、
明
治

10
年
に
日
本
を
訪
ね
『
日
本
奥
地
紀

行
』を
著
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行
家
、

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
来
訪
１
４
０

年
を
記
念
す
る
催
し
が
山
形
県
で
行

わ
れ
た
。

　
彼
女
は
、
山
形
県
置
賜
地
方
を
訪

車
の
形
式
や
大
き
さ
、
材
料
や
構
造

を
は
じ
め
、地
域
の
暮
ら
し
な
ど
を
、

風
車
の
地
域
博
物
館
か
ら
学
ん
だ
。

〝
ま
ち
が
ま
る
ご
と

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〟

　
日
本
で
も
各
地
に
郷
土
資
料
館
や

地
域
博
物
館
が
あ
り
、
地
方
の
歴
史

的
な
資
料
の
収
集
・
整
理
、
展
示
・

保
存
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
博
物

館
は
歴
史
的
資
料
を
対
象
と
す
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
現
在
の
暮
ら
し
や

そ
の
背
景
を
示
し
て
く
れ
る
現
代
産

業
科
学
館
や
現
代
美
術
館
な
ど
も
あ

る
。
ほ
か
に
、
地
域
に
密
着
し
、
現

在
の
地
域
の
生
き
様
を
対
象
と
す
る

も
の
に
、〝
ま
ち
が
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
〟
も
あ
る
。
こ
れ
は
、「
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
概
念
に
基
づ

く
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（eco-　

museum

）の「
エ
コ
」
は
、
エ
コ
ロ

に
は
、
案
内
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
り

し
て
い
る
。
個
人
所
有
の

風
車
で
も
、
オ
ー
ナ
ー
が

快
く
案
内
し
て
く
れ
た
。

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
一

つ
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
地
域
資
源
の
対

象
を
守
る
た
め
と
い
う
目

的
観
が
前
提
と
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
粉

ひ
き
風
車
と
し
て
現
在
は

使
わ
れ
て
い
な
く
と
も
、

風
力
発
電
と
し
て
風
車
が

生
ま
れ
変
わ
る
時
代
に
お

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
つ
く
る
磁
場
効
果

　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」
の
製
造
・
販
売
を

企
画
、
す
で
に
10
件
を
超
え
る

銘
柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。
一

般
社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。

「
全
国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会

議
」
理
事

地域博物館としての粉ひき風車
　　　　　　　　　　　　　（Herne windmill)


